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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章



1総会通知

公益社団法人埼玉県獣医師会第6５回定時総会
並びに　埼玉県獣医師政治連盟総会開催

　定款第１４条に基づき定時総会を次のとおり開催いたしますので、ご多忙のところ誠に恐縮に存じますが、
本会報に同封する出欠通知・委任状にて₅月 28 日（火）までに返送下さい。

公益社団法人埼玉県獣医師会第６５回定時総会開催

₁．日時　平成２５年₆月１２日（水）
　　　　　午後₂時００分（受付　午後１時から）

₂．場所　さいたま市「大宮ラフォーレ清水園」

₃．日程
　⑴　開会のことば
　⑵　埼玉県獣医師会会員憲章の唱和
　⑶　物故会員に対し黙祷
　⑷　会長あいさつ
　⑸　議長等選出
　⑹　議事録署名人および書記の指名
　⑺　議事
　　第₁号議案　平成２４年度事業報告について
　　第₂号議案　平成２４年度決算の承認について
　　第₃号議案　�平成２５年度事業計画について

　　第₄号議案　�平成２５年度収支予算について
　　第₅号議案　平成２５年度会費（負担金）および

入会金（案）について
　　第₆号議案　平成２５年度一時借入金の最高限

度額および借入・預入先金融機
関の決定について

　　第₇号議案　平成２５年度役員報酬について
　　第₈号議案　役員の補欠選任について
　　付帯決議
　⑻　祝寿表彰および記念品贈呈・功労会員証の

贈呈
　⑼　新入会員の紹介
　⑽　来賓祝辞
　⑾　来賓紹介
　⑿　祝電披露
　⒀　閉会のことば

註：総会終了後、来賓を交えて懇親会を開催致しますので多数ご参加願います。（参加費　無料）

　前記の埼玉県獣医師会第６５回定時総会開催に先
だち、平成２５年₆月１２日（水）午後₁時２０分から、
埼玉県獣医師会総会会場（さいたま市「大宮ラ
フォーレ清水園」）において開催しますので関係
会員多数のご出席をお願いいたします。

₁．日時
　　平成２５年₆月１２日（水）
　　午後₁時２０分（受付　午後１時から）
₂．場所
　　さいたま市「大宮ラフォーレ清水園」
₃．日程
　⑴　開会

埼玉県獣医師政治連盟総会開催
　⑵　理事長挨拶
　⑶　来賓祝辞
　⑷　議長選出
　⑸　議案
　　第₁号議案　平成２４年事業報告および収支決

算の承認について
　　第₂号議案　平成２５年事業計画および会費徴

収（案）について
　　第₃号議案　規約の一部改正（案）について
　　第₄号議案　役員の改選について
₄．閉会
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畜　安　第　９６　号

平成２5年₄月３０日

（公社）埼玉県獣医師会長　様

埼玉県農林部畜産安全課長（公印省略）

中国における鳥インフルエンザA（H7N9）の続発に伴う防疫対策
の徹底について（通知）

　日頃より、家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げます。

　さて、標記につきましては農林水産省消費・安全局動物衛生課長から別添写しのとおり通知がありま

したので、貴会会員に周知のうえ、鳥インフルエンザ等の侵入防止に引き続き万全を期していただくよ

うお願いします。

　なお、県内養鶏農家等に対する指導については、別添のとおり家畜保健衛生所に指示したので御了知

ください。（略）

担当：家畜衛生担当　吉田　徹

電話：048－830－4174

写
　都道府県畜産主務部長　殿

農林水産省消費・安全局動物衛生課長

中国における鳥インフルエンザA（H7N9）の続発に伴う
防疫対策の徹底について

　高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザの防疫対策については、飼養衛生管理

基準の遵守状況の調査や侵入防止対策の徹底等をお願いしてきたところです。また、中国における

鳥インフルエンザA（H7N9）（以下「本病」という。）の発生については、「中国における鳥インフ

25消安第58 6号
平成25年₄月26日
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ルエンザ（H7N9亜型）の発生に係る防疫対策の強化について」（平成25年₄月₅日付け25消安第

162号農林水産省消費・安全局長通知）により、その発生予防措置の徹底及び監視体制の強化につ

いて再度の確認をお願いしているところです。

　中国では、ヒトや鳥類での本病の発生が継続し、また、今般、台湾においても、中国からの帰国

者で、本病ウイルスの感染者が確認されたところであり、旅行客等を介した我が国への本病ウイル

スの侵入が懸念されるところです。

　このような状況を踏まえ、ヒトを介した本病ウイルスの侵入リスクに鑑み、家きんの飼養者及び

家きんの飼養農場へ立ち入る関係者（以下「家きん飼養者等」という。）の海外渡航について下記

の事項を指導し、家きんの飼養農場への本病ウイルスの侵入防止に万全を期するようお願いいたし

ます。

記

１　家きん飼養者等の海外渡航の自粛等の指導の徹底について

　�　家きん飼養者等に対しては、本病の発生地域への渡航を可能な限り自粛するよう要請し、仮に

渡航する場合には、以下の点に留意するよう指導すること。

　（₁）渡航に当たっての留意事項

　　①　生鳥市場、農場、と畜場などの畜産関連施設に立ち入らないこと。

　　②　動物との不用意な接触を避けること。

　　③　手洗い、うがいにつとめ、衛生管理を心がけること。

　　④　肉製品等を日本に持ち帰らないこと。

　　⑤�　帰国の際には、到着した空海港の動物検疫所カウンターに立ち寄り、家畜防疫官の指導を

受けること。

　（₂）帰国後の留意事項

　　①�　本病の潜伏期間を踏まえ、帰国後10日間、必要がある場合を除き、衛生管理区域（家畜伝

染病予防法施行規則第21条の₂第₁号に規定する衛生管理区域をいう。）に立ち入らないこ

と。

　　②�　身体を清潔に保つとともに、海外で使用した衣服及び靴を衛生管理区域に持ち込まないこ

ととし、やむを得ず持ち込む場合には、事前に洗浄、消毒その他の措置を講ずること。

　　③�　帰国後に発熱、咳等のインフルエンザ様の症状が出た場合には、最寄りの保健所に連絡し

指示を仰ぐこと。

₂　衛生管理区域への病原体の持ち込み防止の徹底について

　�　飼養衛生管理基準に基づき、必要のない者を衛生管理区域に立ち入らせないよう、改めて指導

を徹底すること。特に過去10日以内に本病の発生地域から入国した者（帰国者を含む。）は、衛

生管理区域に立ち入らせないよう、指導すること。
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 平成25年度関東・東京合同地区獣医師大会（群馬）・獣医学術
 関東・東京合同地区学会開催案内

[ 控　室 ]
＊　来賓・講師　　　　　　　　　　1F　蘭　　　　
＊　地方会長　　　　　　　　　　　1F　萩
＊　学会長・審査員・座長　　　　　2F　西風・緑風・風光
＊　地方会獣医師会事務局　　　　　2F　羽衣　　　
＊　大会本部（群馬県獣医師会）　　　1F　山音　
[ 交　通 ]　
＊　JR 上越線　　渋川駅より、バス30分またはタクシ－20分　 伊香保温泉にて下車
＊　関越自動車道　 渋川伊香保インターより → 伊香保・榛名道路₉㎞

【タイムスケジュール】

₉：00 ～　　　 10：00 ～ 12：00 12：00 ～ 13：00 13：00 ～ 14：00 14：15 ～ 15：30 14：15 ～ 16：15 17：15 ～ 19：15

受　付
学　会 昼　　食 大　　会 市民公開講座 学　会

交流会
動物用医薬品・機器等展示　　　₁階　展望ラウンジ　10：00 ～ 16：00

区　分 関東・東京合同地区
獣 医 師 大 会

日 本 産 業 動 物
獣 医 学 会

日 本 小 動 物
獣 医 学 会

日 本 獣 医 公 衆
衛 生 学 会

日　時 平成25年₉月₈日
13：00 ～ 14：00

平成25年₉月₈日午前の部　10：00 ～ 12：00
　　　　　　　　午後の部　14：15 ～ 16：15

大会・地区学会長
分野別地区学会長

関東地区獣医師会連合会
会長　木　村　芳　之

東京農工大学
白　井　淳　資

日本大学
亘　　　敏　広

東海大学
山　本　茂　貴

会　場
ホテル木暮　　　　　渋川市伊香保町伊香保135　　TEL：0279-72-2701

₁階　SAKURA　₁～₄ B₁階　飛鳥　₃ ₁階　SAKURA　₅～₆ B₁階　飛鳥　₄

次　第

〔大　会〕
１　開会の辞
₂　連合会長挨拶
₃　獣医師会功績者表彰
₄　受賞者代表謝辞
₅　来賓祝辞
₆　議長選出
₇　議　事
　⑴　平成24年度経過報告
　⑵　議　案
　⑶　大会宣言
₈　閉会の辞

〔学　会〕　　　　　　　　　〔講演申込み要領〕
₁．開会の辞　　　　　　　₁．提出先 : 公益社団法人群馬県獣
　　　　　　　　　　　　　　　医師会
₂．分野別地区学会長挨拶　₂．演題・抄録提出期限
　　　　　　　　　　　　　　　平成25年₆月28日（金）
₃．学会・発表　　　　　　₃．提出方法：所属地方獣医師会を
　　　　　　　　　　　　　　　経由
₄．審査委員会　　　　　　₄．演題：1題₈分 /質問₂分
₅．閉会の辞　　　　　　　₅．原稿執筆要領：別紙
₆．優秀論文発表者表彰　　₆．審査員：幹事・学識経験者の中
　　　　　　　　　　　　　　　から地区学会長に選任され者
　　　　　　　　　　　　　₇．参加費：4,000円（昼食・抄録代）
　　　　　　　　　　　　　　　交流会：6,000円
　　　　　　　　　　　　　※　�埼玉県獣医師会会員の参加費及

び交流会費につきましては、全
て本会にて負担します。（参加
無料）

※学会発表順序、演題は演者の都合により変わることがあります。
※学会は学術講演とともに、獣医師生涯研修事業のポイント
取得対象プログラムとして、参加者にポイントが付与されます。

〔市民公開講座〕
仮題
「原発事故にともなう動物
救護活動と今後の対策」
14：15 ～ 15：30　 
SAKURA

〔交　流　会〕
17：15 ～ 19：15
B1階　飛鳥₁・₂

担当　群馬県獣医師会

学　　　術
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平成25年度獣医学術関東・東京合同地区学会発表演題募集要領

₁．申 込 先　　　公益社団法人　群馬県獣医師会　（関東・東京合同地区学会事務局）
　　　　　　　　　〒370－0002　　群馬県高崎市日高町965番地
　　　　　　　　　TEL：027－361－9241　　FAX：027－363－1681
　　　　　　　　　E-mail：office@gvet.or.jp

₂．申込方法　  学会発表申込書に必要事項を記入し、埼玉県獣医師会経由にて提出して下さい。

₃．提出期限　　発表演題・講演要旨　　　　平成25年₆月28日（金）　期限厳守
　　※講演要旨は、記述例に従い作成のうえ別途E-mailにて学会事務局へ送付して下さい。

₄．発表について
　⑴　発表演題は、未発表であること。
　⑵　非会員発表者については、参加登録料等を別に定め参加の意向に配慮する。
　⑶　発表は、口演と液晶プロジェクター（₁台）により行います。
　　　（時間の都合により紙上発表とすることがあります。）
　⑷　発表時間は、発表₈分、討論₂分の10分です。時間を厳守して下さい。
　⑸　発表は、原則として学会で用意するパソコンを使用して下さい。
　⑹　�発表用ファイルは、パワーポイント（Microsoft PowerPoint 2003～2010）により作成し、

CD-Rに保存したものを、指定の宛先に送付して下さい。
　　　※発表用ファイルの作成方法および注意事項をご参照下さい。

₅．講演要旨の記述方法
　⑴　Windows版 Microsoft Wordを用い、別添の記入例を参考に作成して下さい。
　　　用紙は、Ａ4版を使用して₁頁とします（上下左右に必ず30mm程度余白をとる）。

　⑵�　演題（14 ポイント・ゴシック体・左寄せ）は、一行目に、一行空けて発表者の氏名（12ポイント・
明朝体・太字・右寄せ）、その下に所属（10.5 ポイント・明朝体）を記入して下さい。共同研
究者があるときは、発表者には○印を付し、共同研究者全員の氏名の右上方に所属を示すため
に下記の例のように番号を付けて下さい。

　　　　　例：○神奈川太郎1　　　　日本次郎2　　　　関東三郎3

　⑶�　発表者所属(勤務先名等)は、共同研究者右肩に付した番号を書き、例₁のように記入して所
属を入れて下さい。勤務先名等は、例₂のように省略して下さい。

　　　　　例₁　発表者所属　₁）東部家保　　₂）AB動物病院　　₃）東大
　　　　　例₂　北海道大学 →北大、　日本大学 →日大、　日本獣医生命科学大学 →日獣大
　　　　　　　　独立行政法人農業技術研究機構動物衛生研究所 →動衛研、
　　　　　　　　衛生研究所 →衛研、農水省動物検疫所 →動検、
　　　　　　　　○○市生活衛生部食品衛生課 →○○市食品衛生課、



6

　　　　　　　　○○県環境農政部畜産課 →○○県畜産課、
　　　　　　　　○○食肉衛生検査所 →○○食肉衛検

　⑷�　本文の記述は、10ポイント、明朝体を使用し1,000字以内にまとめて下さい。書き始めは、
発表者所属から1行（14ポイント）空けて下さい。

　　�　記述の見出しは、Ⅰ.はじめに、Ⅱ.材料および方法、Ⅲ.成績、Ⅳ.考察の順で記載して下さい。
ただし、必ずしもこの見出しに限るものではありません。

　⑸　見出しの記号は、次の様式による。 
　　　Ｉ　　　　１　　　　⑴　　　　ア　　　　ア　　　　
　　　Ⅱ　　　　１　　　　⑴　　　　ア　　　　ア　　　　

　⑹�　発表要旨の記載は、和文、口語体「である」調として、数字は、算用数字を用い、度量換算は、メー
トル、単位は、km、㎝、㎏などの記号を用いる。人名、地名、学名などを英字で記載する場合は、
大文字、小文字、キャピタル、イタリック、ロマンなどの字体とする。環境依存文字は、使わ
ないで下さい。

　⑺　記載上の用語は、次のように統一する。
　　　我国→わが国、　著者・筆者→演者、　♂・♀→雄・雌、　充分→十分、
　　　胎児→胎子、　洗滌→洗浄、　₃ヶ月→₃カ月、　仔牛→子牛
　　　行なった→行った、　₃才→₃歳。

　⑻　平仮名にするものは、いっぽう、したがって、および、～のような
　　　　　　　　　　　　　～することができる。　
　　　漢字にするものは、　　その他、次に、及ぶ、従う。

　⑼　図表等は、適宜本文中に挿入し、図1、表₁のように表記して下さい。

₁．学会で用意するパソコンを使用して下さい。
　⑴�　発表用スライドは､Microsoft Windows上で作動する「Microsoft PowerPoint 2003～2010」

で作成し、記録媒体には必ずCD-Rを使用し、すべてのCDドライブで読み出しができるよう
に処理して下さい。

　　　なお、スライドサイズ指定は「35mm スライド」に設定して下さい。
　　　また、下記仕様についてＡ4用紙に記入の上、同封して下さい。
　　　・使用OS  （例；Microsoft Windows XP等）
　　　・使用ソフト（ファイル形式・拡張子　例；PowerPoint (2003～2010/.ppt又は.pptx）

発表用ファイルの作成方法および注意事項
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　　　・動画の有無／動画再生のためのアプリケーションソフト
　　　・音声出力の有無
　　　・データ容量
　⑵�　ファイルを保存したCD-Rには、学会名・演題名・所属名・発表者氏名・ファイル名・連絡

先を明記して、宅配便・ゆうパック等にて期限までに下記宛送付して下さい。
　　（送料は自己負担にてお願いします。）送付されたCD-Rは発表終了後に返却いたします。
　⑶�　提出頂いたデータは、原則変更はできません。ただし、データの誤り等でやむを得ず差替え

の必要が生じた場合は、₈月₉日（金）までにお知らせ下さい。
　　　それ以後の変更は、出来ませんのでご注意下さい。
　　【CD-Rの送付先】
　　　　　　〒370－0043　群馬県高崎市高関町441-10
　　　　　　　　　　　　群馬コングレスサポート高崎事務局　内
　　　　　　　　　　　　平成25年度関東・東京合同地区学会　　演題受付窓口
　　　　　　　　　　　　TEL：027－323－7490　　FAX：027－325－9561
　　　　　　　　　　　　E-mail：information@gc-support.jp

₂．その他
　⑴　後日、CD-R送付の有無、操作進行等についてお問い合わせする場合があります。
　⑵　ワイド画面で作成された方は画面が切れる場合があります。注意して下さい。
　⑶　動作確認受付　₉月₈日（日）　₉：00～13：00
　　　学会当日、発表の60分前までには動作確認を行って下さい。
　　　なお、 混み合うことが予想されますので、なるべくお早めにお済ませ下さい。

記入例　　【例示：講演要旨（１，０００字）作成様式】

○○○○○○○○ ・・・演題名＜14ポイント、ゴシック体、左寄せ＞　　
空白一行＜14ポイント＞
･･･発表者＜12ポイント、明朝体、太字、右寄せ＞　　日獣太郎1、日獣花子12

･･･所属＜10.5ポイント、明朝体、右寄せ＞　　　　₁）○○動物病院・東京都、₂）△△大学
空白一行＜14ポイント＞
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○本文＜10ポイント、明朝体＞
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会務報告

第₆回　理事会

　平成25年₃月27日（水）午後₁時30分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を
協議した。
₁　会長挨拶
　�　今年度の会務運営については、事業計画に沿って順調に推進することができた。特に、関東・東京合同
地区大会・学会は、皆様の努力により盛大に開催できた。さらに、公益社団法人への移行についても、本
会の総力で公益認定を受けることができたものであり、重ねて会員の皆様に感謝申し上げる。

₂　協議事項
　�　前理事会後に開催された委員会等報告（委員長等から報告）
　　ア　狂犬病予防注射資材売買契約会　必要資材等の売買契約について（₂月27日）
　　イ�　第₄回狂犬病予防委員会　平成25年度集合狂犬病予防注射実施者及び班長、資材配布計画等につい

て（₃月14日）
　　ウ　第₂回班長会議　　資材配布及び班長提出書類等について（₃月14日）
₃　審議事項
　　⑴　災害時における愛護動物の救護活動に関する覚書（案）について
　　　�　埼玉県生活衛生課から「災害時における動物救護体制」並びに「救護活動に関する覚書（案）」に

ついて説明があり、協議の結果、県から示された覚書（案）を承認するとともに、今後、埼玉県と埼
玉県獣医師会との間で当該覚書を締結することが決定された。

　　⑵　平成25年度埼玉県獣医師会集合狂犬病予防注射実施について
　　　　平成25年度実施者として申出のあった329名の全員が承認された。
　　⑶　新入会員の承認について
　　　　衛生支部₁名、団体支部₄名の入会が承認された。
　　⑷　平成24年度事業収支決算見込みについて
　　　　現時点における収支決算の見込みについて報告し承認された。
　　⑸　平成25年度予算編成について
　　　　平成25年度予算における事業計画や事業内容などについて協議した。
　　⑹　新公益社団法人移行に向けた推進について
　　　　移行認定までの経過と今後の進め方などについて協議した。
　　　�　特に会務運営については、極力現状の形態を維持しつつ、また「包括継承」につきこれまでの契約

等は全て新法人へ引き継がれることが説明された。
　　⑺　その他

第₁回　獣医事調査委員会　

　平成25年₄月17日（水）午後₁時30分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項を
協議した。

₁　会長挨拶
　�　多くの方々の尽力により₄月₁日から公益法人に移行することができた。一方、全国的には、獣医師会
の会員数は高齢化などにより退会者も多く減少傾向にあり、また、獣医系大学の学生の就職志向にも変化
がみられる。このような情勢の中にあって、埼玉県獣医師会としては公益法人として地域に求められる事
業の推進に一層取り組んでいく必要がある。

　　
₂　協議事項
　　⑴　転入・新入会員の審査について
　　　�　入会申込書が提出されている開業支部₈名（うち転入₁名）、衛生支部₁名及び団体支部₄名の入

会について審査し、全ての申込みについて問題ないものとして、理事会に報告することとなった。
　　⑵　その他
　　　　入会申込書記載上の留意点等について、意見交換を行った。
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予　　告

南第一支部長　田中　　裕
南第二支部長　長澤　泰保

　南第一支部・南第二支部では₅月19日（日）に日本大学の上地正美先生をお招きして学術講習会を開催致し
ます。
　多くの先生方のご参加をお待ちしております。
日　　時　　平成２５年₅月19日（日）

　　　　　　14：00 ～ 17：00
場　　所　　埼玉会館　2F ラウンジ（ヒマワリ）

　　　　　　さいたま市浦和区高砂3-1-4
　　　　　　TEL：048-829-2471
演　　題　　「心不全の内科と外科（仮題）」
講　　師　　日本大学　上地正美　先生
参 会 費　　埼玉県獣医師会会員　無料
　　　　　　会員以外の受講者　5,000円

南第一支部・南第二支部合同学術講習会のお知らせ
（ 獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小３（６））

埼玉県庁

埼玉県庁
第2庁舎

県
立
図
書
館 〒

伊
勢
丹
・コ
ル
ソ

浦
和
駅

京
浜
東
北
線

至
大
宮

至
東
京

埼玉会館

県庁通り

中
山
道

国
道
17
号
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埼玉県獣医師会に入会して
新入会員の抱負

東支部　涛川　健二
（なみかわ動物病院）

　一昨年より埼玉県獣医師会に入会させていただきました涛川
健二と申します。
　2001年に日本獣医畜産大学（現、日本獣医生命科学大学）を
卒業後、入間市で₃年半、幸手市で₂年、さいたま市で₂年半
を経て、平成23年₁月に越谷市で開業いたしました。代診時代
に慣れ親しんだ埼玉県内で開業したいと思っておりました。
　開業した年に東支部越谷班に所属させていただきましたが、
当初より越谷分会の先生方には大変よくしていただき、とても
感謝いたしております。月々の会議に出席することで、獣医師
としての地域社会への貢献のあり方をはじめ多くを学ばせてい
ただいております。
　また、総会や懇親会を通じて、髙橋会長をはじめ、諸先生方
のお話を拝聴し、獣医師としての社会的役割や責任を改めて再
認識し、一獣医師会会員としての自覚を持って、それに恥じぬ

よう努力していきたいと思いました。
　そして、会長が「学術の埼玉」と仰せられるとおり、学術講習会も定期的に催されるの
で、最新の獣医学を学ぶことができるのもすばらしいと思いました。
　人生日々学び。獣医師として、また人としてまだまだ学ぶことはたくさんあると思いま
すが、一獣医師として寄与できるようひた向きにがんばっていきたいと思います。今後と
も、ご教授、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

ひ　ろ　ば

趣味でフットサルをやっています

県幹部職員の就任挨拶について
　本年₄月₁日付けの埼玉県庁の人事異動で新たに就任された埼玉県保健医療部及び環境
部の幹部職員の皆様がそれぞれ来会され、髙橋三男会長と懇談しました。
　髙橋会長は埼玉県獣医師会の活動状況や県行政との関連等について説明され、獣医師会
の運営に対し理解を求めるとともに、引き続き、本会活動への支援を要請しました。

　来会者御芳名
　　保健医療部
　　　生活衛生課長　　　黒﨑嘉子　様（前職　動物指導センター所長）
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左から　髙橋三男会長
　　　　黒﨑嘉子生活衛生課長（衛生支部）

左から　髙橋三男会長
　　　　野澤裕子みどり自然課主幹（農林支部）
　　　　脇坂純一みどり自然課長
　　　　益岡奈津樹みどり自然課主査（農林支部）

　　環境部
　　　みどり自然課長　　脇坂純一　様（前職　温暖化対策課長）
　　　みどり自然課主幹　野澤裕子　様（前職　東松山農林振興センター担当部長）
　　　みどり自然課主査　益岡奈津樹　様（前職　中央家畜保健衛生所主任）

農場管理獣医師協会活動に関する懇談会の開催について
　平成25年₄月17日
（水）午後₆時40分か
ら、さいたま市の「別
所沼会館ヘリテイジ浦
和」において、農場管
理獣医師協会の活動状
況や同会が認定した埼
玉県産牛肉が本年₅月
からタイ王国へ本格的
に輸出が開始されるこ
とについて、埼玉県知
事に報告する懇談会が
開催されました。
　農場管理獣医師協会
は平成19年に設立さ
れ、埼玉県獣医師会の
会員を含め18名の獣医

前列左から　�髙橋三男埼玉県獣医師会会長、上田清司埼玉県知事、北村直人農場管理
獣医師協会会長、阿部徳次㈱ミートコンパニオン代表取締役会長

後列左から　�齊藤勇人ヘリテイジリゾート取締役総料理長、飯田潔先生（北支部）、
大橋邦啓先生（北支部）、植村光一郎㈱ミートコンパニオン常務、阿部昌史
㈱ミートコンパニオン代表取締役社長、植井敏夫埼玉県肉用牛経営者協会
会長、中村陽二先生（北支部）、髙山次郎埼玉県農林部長、梅澤正親県
畜産安全課長（農林支部）
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第20回 県獣ボウリング同好会親睦大会 結果報告
県獣ボウリング同好会事務局　斎藤　和也

　ボウリング同好会の親睦大会が、₃月26日（火）午後₈時30分からスポルト浦和国際ボウ
ルにて開催されました。 
　今回参加者は会員・家族・スタッフ　総勢25名の熱き選手が集結しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スクラッチ　　ハンディ　　合計
優　勝　山中利之さん（さいたま市支部）　　　591点　　　 57点　　　648点
準優勝　滝沢直樹さん（さいたま市支部）　　　586　　　　  0　　　　586
₃　位　望月辰起さん（森久保薬品株式会社）　426　　　　150　　　　576

ハイゲーム　　男子・山中利之さん（さいたま市支部）　　　　　　　　　　223点
　　　　　　　女子・布川香奈江さん（南第一支部・ぬのかわ動物病院）　　186点

　今回は山中利之さんがお彼岸の後に悲願の初
優勝、20回目でやっと優勝賞品・松坂牛肉1,₅kg
を獲得いたしました。そして準優勝は二大会連続
で滝沢直樹さんでした。このところ好調を維持し
ています。次回はハンディ₀での優勝に期待しま
す。
　次回大会は、₇月ころ開催を予定しています。

　今回も、賞品を提供してくださいましたアク
ティ株式会社・株式会社 アスコ・森久保薬品株
式会社・株式会社武蔵野ペット霊園 各社にお礼
申し上げます。

左から　�₃位入賞の望月辰起さん、優勝した山中
利之さん、準優勝の滝沢直樹さん

師が所属しております。同会では農場における家畜の飼育情報を管理し一定の条件を満た
した牛や農場を認証し、その飼育情報を一般に公開することにより、食の安心・安全に貢
献しております。
　懇談会には、上田知事を始め、髙橋三男埼玉県獣医師会会長も同席され、農場管理獣医
師協会からは会長の北村直人日本獣医師会顧問や理事の中村陽二先生、事務局を務める大
橋邦啓先生、飯田潔先生、また、牛肉の生産者や輸出業者も出席され、活発な意見交換に
より交流を深めました。
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衛生支部会員の異動状況（退職者を含む）
【埼玉県】
　本課・保健所・衛生研究所・動物指導センター

課所名（所属） 職名 氏名 旧所属及び職名

生活衛生課 課 長
主 幹
主 任

黒﨑　嘉子
市川　克己
峯川　治之

動物指導センター　所長
食品安全課 特別監視担当　主幹
食肉衛生検査センター 食肉検査担当･白子分室 主任

食品安全課 主 幹
主 査
主 任

鳥原　正人
野島奈保美
堤　　隆至

食肉衛生検査センター 食鳥検査担当　担当課長
食肉衛生検査センター 食鳥検査担当　主任
朝霞保健所 生活衛生 ･薬事担当　主任

川口保健所 技 師 牛窪　　慧  狭山保健所 生活衛生 ･薬事担当　技師

朝霞保健所 主 任 安藤　陽子 川口保健所 生活衛生 ･薬事担当　主任

春日部保健所 担当部長
担当課長

小林精一郎
轟　いずみ

食肉衛生検査センター 北部支所 食肉検査担当　担当部長
加須保健所 生活衛生 ･薬事担当　主任

草加保健所 担当課長 加藤　知子 生活衛生課 環境衛生 ･ビル監視担当　主査

坂戸保健所 担当課長 門脇　　徹 草加保健所 生活衛生 ･薬事担当　担当課長

狭山保健所 主 任 小池　航平 川口保健所 生活衛生 ･薬事担当　主任

加須保健所 担当課長 猪野富美子 春日部保健所 生活衛生 ･薬事担当　担当課長

熊谷保健所 主 任
専 門 員
専 門 員

鈴木　千秋
古谷　　功
鈴木　　充

食肉衛生検査センター 北部支所　食肉検査担当  主任
春日部保健所 生活衛生 ･薬事担当　専門員
食肉衛生検査センター 北部支所 食肉検査担当　担当部長

衛生研究所 主任研究員
専門研究員
主 任
主 任

島田　慎一
尾関由姫恵
飯田　陽子
田嶋　　修

衛生研究所 ウイルス担当　専門研究員
衛生研究所　主任
草加保健所 生活衛生 ･薬事担当　主任
生活衛生課 環境衛生 ･ビル監視担当　主任

動物指導センター 所 長
次 長
担当部長（兼）指導課長
担当課長

久保　忠直
小山　雅也
根岸　　努
新井　陽子

生活衛生課　課長
動物指導センター　担当部長（兼）指導課長
動物指導センター　担当課長
食肉衛生検査センター　北部支所 食肉検査担当　担当課長

お 知 ら せ



14

　食肉衛生検査センター

課所名（所属） 職名 氏名 旧所属及び職名

食肉衛生検査センター
　食肉検査担当
　　（白子分室）

　　（越谷分室）

副 所 長

担当部長
主 任
主 任
担当課長

大塚　孝康

髙島　將彦
小西亜矢子
馬場　史修
小野　一晃

食肉衛生検査センター 精密検査担当　担当部長

生活衛生課 環境衛生 ･ビル監視担当　主幹
朝霞保健所 生活衛生 ･薬事担当　主任
東松山保健所 生活衛生 ･薬事担当　主任
衛生研究所 食品媒介感染症担当　担当課長

北部支所
　食肉検査担当 担当部長

担当部長
担当課長
主 任

石川　幹雄
米元　洋実
安里　　誠
細井　慶一

食肉衛生検査センター 食肉検査担当 ･越谷分室　担当部長
食肉衛生検査センター 食肉検査担当 ･川口分室　担当課長
食肉衛生検査センター 北部支所　主任
食肉衛生検査センター 食肉検査担当 ･白子分室　主任

＜退職＞
　　斉藤　利和（動物指導センター 次長）
　　宇佐美宏典（食肉衛生検査センター 副所長）
　　入江　祥子（食肉衛生検査センター 食鳥検査担当 技師）
　　藤井　恵一（食肉衛生検査センター 食鳥検査担当 専門員）
　　鈴木　　充（食肉衛生検査センター 北部支所　食肉検査担当 担当部長）→再任用

＜退職＞
　　廣川　　徹（動物愛護ふれあいセンター 所長）

【さいたま市（保健福祉局）】

課所名（所属） 職名 氏名 旧所属及び職名

衛生検査所 係 長
主 任

中嶋　　洋
山田江美子

保健所 食品衛生課　係長
保健所 食品衛生課　獣医師

健康科学研究センター 獣 医 師 岡崎　伸哉 食肉衛生検査所　獣医師
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農林支部会員の異動状況（退職者を含む）
課所名（所属） 職名 氏名 旧所属及び職名

畜産安全課
　（総務・畜産企画担当）
　（家畜衛生担当）
　（畜産振興担当）

主　 査
主　 幹
主　 任

鈴木　一良
山本　信義
清水　博之

みどり自然課　主査
川越家畜保健衛生所　担当課長
秩父高原牧場　主任

中央家畜保健衛生所
　（家畜防疫担当）
　（病性鑑定担当）
　（畜産支援・安全対策担当）

担当課長
担当部長
主　 任
主　 任

中里　有子
田口　清明
青山　達也
吉田　輝美

中央家畜保健衛生所　担当課長
本庄農林振興センター　主査
農林総合研究センター
中央家畜保健衛生所　主任

川越家畜保健衛生所
　（総務・家畜防疫担当）
　（家畜防疫担当）
　（畜産支援・安全対策担当）

担当部長
担当課長
担当部長

山井　英喜
馬場　未帆
堀井菜摘子

中央家畜保健衛生所　担当部長
熊谷家畜保健衛生所　担当課長
大里農林振興センター　担当部長

熊谷家畜保健衛生所
　（家畜防疫担当） 担当部長

担当課長
担当課長
主　 任

斉藤　良幸
武末　寛子
伊藤　麗子
吉田　　香

熊谷家畜保健衛生所　担当部長
中央家畜保健衛生所　主任
畜産安全課　主任
川越家畜保健衛生所　主任

秩父高原牧場
　（育成・ふれあい担当） 担当課長 高田新一郎 食肉衛生検査センター　担当課長

農業支援課
　（農業革新支援担当） 主　 幹

主　 査
渡辺　喜正
高桑　郁子

農業大学校　教務主幹　
川越農林振興センター　主任

東松山農林振興センター
　（地域支援担当） 担当部長 加藤　幸彦 畜産安全課　主査

大里農林振興センター
　（地域支援担当） 担当部長 斉藤　任亮 畜産安全課　主幹

農業大学校
　（教務部） 教務主幹 代　　昌久 川越家畜保健衛生所　担当部長

埼玉県浦和競馬組合
　（業務課） 主　 幹 原　　　裕 浦和競馬組合　主査

（県環境部へ転出）　野沢　裕子　（みどり自然課へ）
　　　　　　　　　益岡奈津樹　（みどり自然課へ）
（退職）　　　　　　藤野　幸宏　（農林総合研究センター　室長）
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春季合同学会参加登録費の助成等について
第８６回獣医麻酔外科学会・第９８回日本獣医循環器学会・

第５３回日本獣医画像診断学会　　　　　　　　 　　　

　標記合同学会がさいたま市内において開催されるに当たり、本会では会員の獣医学術の
研鑽向上のため、参加登録費の軽減並びに参加登録費の一部助成措置を講じることとなり
ました。
　つきましては、下記に御留意の上、参加登録等事務手続きをお願いします。
₁　合同学会の内容　（詳細は、本会報に同封のパンフレットをご覧ください。）
　（₁）開催月日　平成25年₆月15日（土）～₆月16日（日）
　（₂）会　　場　さいたま市　大宮ソニックシティ　
　（₃）大 会 長　第86回獣医麻酔外科学会　　　山口伸他（ＹＰＣ東京動物整形外科病院）
　　　　　　　　第98回日本獣医循環器学会　　小暮一雄（所沢愛犬病院）
　　　　　　　　第53回日本獣医画像診断学会　織間博光（株式会社ＯＲＭ）
₂　助成措置等の内容

　（₁）参加登録費の軽減　（全ての会員が適用となります。）

　　　埼玉県獣医師会会員については、次のとおり軽減されます。（抄録代を含む。）
　　　◎　事前登録　学会非会員　14,000円→10,000円（学会の会員と同額となります。）
　　　◎　当日登録　学会非会員　16,000円→12,000円（　　　　　同　　上 　　　　）
　　　※　事前登録費の振込みに当たっては、「埼玉県獣医師会会員」であることを必ず明
　　　　記して下さい。
　　　　振込先　　ゆうちょ銀行　口座番号　00130－₃－639016
　　　　　　　　　　　　　　　　口 座 名　2013年春季合同学会
　　　　事前登録振込期限　 平成25年₅月31日（金）まで　　　　　
　（₂）参加登録費の助成（開業支部会員のみ適用となります。）

　　�　開業支部会員については、参加登録費の軽減とともに、参加登録費の一部も助成さ
れます。

　　　◎　助成金額　一人当たり、₅,000円（当日、学会の受付終了後、埼玉県獣医師会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーナーまでおいで下さい）
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ペットと家電 思わぬ事故
オシッコ・かみ傷でも発火

　猫と一緒にお住まいのお
客さまへ――ブラザー工
業が最近、そんな呼びか
けで始まるお知らせを出し
た。家庭用ファクスで猫が
オシッコをしたのが原因と
みられる発火事故が続いた
ため、無償で点検するとい
う。ペットと家電製品の思
いがけないトラブル、意外
と身近にあるようだ。
　ブラザー工業によると、
ファクスの出火事故が最初
に確認されたのは2005年。
調べたところ猫の尿が原因
とわかった。注意を呼びか
けたが、今年₂月までで₄
件を数えた。

　いずれも大事に至らなかったが、出火する部分
に無償で防水加工を施すことにした。担当者は
「水や油をこぼしても大丈夫な作りですが、尿に
含まれる塩分がよくない。想定していませんでし
た」と話す。問い合わせは通話無料の電話0120・
005・320で受け付けている。
　月刊誌「ねこのきもち」（ベネッセコーポレー
ション）編集室の舟橋美咲さんは「猫は驚くほど
身軽。思いもよらない所に飛び乗り、入り込みま
す」と話す。編集室にも「オーブントースターに
飛び乗ってやけどをした」「ドライヤーのコード
をかじって感電」など、ヒヤリとする体験談が寄
せられるという。「ただ、オシッコをかけたとい
う話はあまり聞かないですね。マーキングでもし
ようとしたのでしょうか」
　製品事故の調査をしている独立行政法人製品評
価技術基盤機構（ＮＩＴＥ）には、犬や猫が原因

切り抜きニュース とみられる事故が他の家電製品でも報告されてい
る。例えば携帯電話。犬が遊んでかんだ。歯形が
ついた程度だと思っていたら実はバッテリーが損
傷しており、突然発火したという事故があった。
加湿器の中にペットの毛が入り、発火した例もあ
る。
　ペットが引き起こすトラブルを未然に防ぐには
どうしたらいいのか。
　舟橋さんがまず勧めるのは、物理的に近づけな
いようにすることだ。「電気コード類ならかじら
れないようにカバーをする。トースターなどは棚
の中に置いて上に乗れないようにする」といった
工夫だ。
　危険な場所などに近付いたら大きな音で驚か
せ、足が向かなくなるように仕向けるのも効果的
という。ただし「直接叱るのはだめ。飼い主を嫌
いになる場合があります。反対にかまってもらえ
たと誤った認識をさせて逆効果になる場合もあり
ます」
　ＮＩＴＥ製品安全調査課の葛谷弘之課長は「ど
んな家電製品でも、破損したり水をかぶったりす
れば事故が起こりうると思っておいた方がいい」
と話す。「ペットが粗相をしたり、かじったりし
たことがわかっているなら、できるだけ使用を中
止して販売店やメーカーに点検をお願いしましょ
う」とアドバイスする。� （板垣哲也）
�2013 年₄月21日　朝日新聞

厚さ10㌢もない薄型テレ
ビの上でも身軽な猫は
へっちゃら＝東京都内
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鳥インフル感染97人
₂割超に呼吸障害
致死率₂割に低下

　鳥インフルエンザ（Ｈ₇Ｎ₉）の初めての人へ
の感染が中国で報告されて₃週間。感染者は97人
に増えた。症状や治療歴の報告などから、肺炎な
どの急性呼吸障害が₂割以上で起きたことや、高
齢者が重症化しやすいなどの傾向がわかってき
た。
ヒト―ヒト感染完全否定できず

　中国浙江省政府は20日、杭州市の男性感染者
（69）の死亡を発表した。感染者は₂市₄省の計
97人（うち死者18人）に広がった。₂割以上の患
者に急性の呼吸障害が起きていた。
　復旦大の医師らの論文によると、上海市在住の
無職の女性（52）は₃月27日に40・6度の高熱が
出た。熱が下がらず、₄日間、抗生物質の投与を
受けた。
　₇日目に突然、せきや激しい息苦しさに襲われ
て同大学病院を受診。重い呼吸不全（ＡＲＤＳ）
が疑われ、人工呼吸器をつけたが翌日、亡くなっ
た。
　警戒されている強毒性の鳥インフルエンザ（Ｈ
₅Ｎ₁）や、2009年に大流行したＨ₁Ｎ₁型は肺
の中で増えてウイルス性肺炎を起こし、この女性
のように、発症から急激に悪化するのが特徴だ。
　国立感染症研究所（感染研）の長谷川秀樹・感
染病理部長は「Ｈ₇Ｎ₉でもウイルス性肺炎が起
きているのではないか」と指摘する。季節性イン
フルエンザでは細菌への₂次感染で肺炎が起き
る。やや時間が経って起きることが多い。
　致死率は当初₅割近かったが、現在は₂割未満
で、下がる傾向にある。
　心配される人から人への感染は確認されていな
いが、感染源や感染経路は不明。世界保健機関（Ｗ
ＨO）は「感染者の半数以上は家

か

禽
きん

に接触してい
なかった」と見ており、完全には否定できていな
い。

日本で流行なら「09年より深刻」

　日本でもし流行したら影響はどの程度か。
　押谷仁・東北大教授は「09年の大流行より健康
影響が大きくなる可能性がある」とみる。このと
きは、季節性インフルエンザに感染したことがあ
る人はある程度の免疫を持っていた。しかしＨ₇
Ｎ₉は免疫を持つ人がいない。
　また今回、中国の感染者の中心は60代半ばで、
死者の₆割以上が同じ年齢層であることも懸念材
料だ。押谷さんは「高齢者の感染が少なかった09
年より死者や重症患者が増える可能性がある」と
指摘する。09年は60歳以上は感染者の約₂％で、
死者は全体で約200人だった。
　政府は16日、水際対策やワクチン接種などに関
する行動計画案を発表。来月末にも閣議決定する
予定だ。
� （大岩ゆり、上海＝金順姫）
�2013 年₄月21日　朝日新聞
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全頭検査中止を要請
ＢＳＥ 国「₇月、全国一斉に」

　　牛海綿状脳症（ＢＳＥ）の全頭検査について、

厚生労働省と農林水産省は19日、₇月１日に一斉

に中止するよう求める通知を都道府県などに出し

た。国は検査対象を段階的に絞り込んできたが、

全国の自治体は独自に全頭検査を続けている。検

査対象をさらに絞り込むのに合わせ、足並みをそ

ろえてやめるよう促す。

　内閣府の食品安全委員会が₃日、検査対象を生

後48カ月超に引き上げても「人の健康への影響は

無視できる」とする評価書案をまとめたのを受け

た。厚労省は₇月１日に検査対象の牛を30カ月超

から48カ月超に引き上げ、補助金も打ち切る方

針。ほかの産地の動向を気にする自治体から「一

斉にやめられるようにしてほしい」との声が出て

いた。

　通知は、全頭検査の継続は「国産牛肉の安全性

について誤ったメッセージを発信し、流通に混乱

を招くおそれがある」と指摘。消費者や生産者ら

関係者の理解を得て、対象外の検査取りやめに向

けた準備を進めるよう求めた。

� 2013年４月20日　朝日新聞



20

₃月21日　第₄回総務委員会（さいたま市　埼玉
県農業共済会館）

₃月22日　埼玉県畜産会臨時総会（熊谷市　埼玉
県農林総合研究センター）

₃月27日　第₆回理事会（さいたま市　埼玉県農
業共済会館）

₄月₁日　公益社団法人移行
₄月₁日　辞令交付（さいたま市　埼玉県農業共

済会館）
₄月₅日　県幹部職員就任挨拶（さいたま市　埼

玉県農業共済会館）
₄月14日　平成25年度第₁回関東・東京合同地区

獣医師会理事会・幹事会（群馬県高崎
市　高崎ワシントンホテルプラザ）

₄月１７日　第１回獣医事調査委員会（さいたま市
埼玉県農業共済会館）

₄月25日　埼玉県獣医師会監事監査（さいたま市
埼玉県農業共済会館）

₅月₂日　第₁回総務委員会（さいたま市　埼玉
県農業共済会館）

₅月₉日　第₁回理事会（さいたま市　大宮ラ
フォーレ清水園）

₅月17日　埼玉県畜産会理事会（熊谷市　埼玉県
農林総合研究センター）

₅月19日　南第一支部・南第二支部合同学術講習
会（さいたま市　埼玉会館）

₅月24日　南第二支部総会（北本市　中丸公民館）
₅月26日　南第一支部総会（さいたま市　浦和ロ

イヤルパインズホテル）
₅月26日　東支部総会（越谷市　越谷サンシティ）
₅月29日　西支部総会（東松山市　紫雲閣）
₅月29日　北支部総会（深谷市　埼玉グランドホ

テル深谷）
₆月₂日　さいたま市支部総会（さいたま市　ラ

フレさいたま）
₆月₅日　埼玉県畜産会第58回通常総会（熊谷市

埼玉県農林総合研究センター）
₆月₆日　第₂回総務委員会（さいたま市　大宮

ラフォーレ清水園）

₆月₇日　埼玉県農業共済連第65回通常総会（さ
いたま市　埼玉県農業共済会館）

₆月12日　埼玉県獣医師会第65回定時総会（さい
たま市　大宮ラフォーレ清水園）

₆月15日～16日　第86回獣医麻酔外科学会・第98
回日本獣医循環器学会・第53回日本獣
医画像診断学会　2013春季合同学会
（さいたま市　大宮ソニックシテイ）

₆月27日　第70回日本獣医師会通常総会（東京都
港区　明治記念館）

₇月12日　平成25年度全国獣医師会事務・事業推
進会議（東京都港区　ホテルフロラシ
オン青山）

₇月14日　平成25年度第₂回関東・東京合同地区
獣医師会理事会・幹事会（群馬県高崎
市　高崎ワシントンホテルプラザ）

₈月25日　北支部・八日会合同研修会（熊谷市　
熊谷文化創造館さくらめいと）

₉月₈日　平成25年度関東・東京合同地区獣医師
大会（群馬）、獣医学術関東・東京地
区学会（群馬県渋川市　ホテル小暮）

₉月15日　東支部学術講習会（場所　未定）
10月13日　東支部学術講習会（場所　未定）
10月20日　北支部・八日会合同研修会（熊谷市　

熊谷文化創造館さくらめいと）
11月₃日　東支部学術講習会（場所　未定）
11月₈日　北支部・八日会合同研修会（本庄市　

早稲田リサーチパークコミュニケー
ションセンター）

11月24日　さいたま市支部学術講習会（場所　未
定）

12月₁日　北支部・八日会合同研修会（場所　未
定）

平成26年
₁月26日　さいたま市支部学術講習会（場所　未

定）
₂月21日～23日　平成25年度日本獣医師会獣医学術

年次大会（千葉）（千葉県千葉市　幕張メッ
セ、アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張）

事　務　局　メ　モ
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　公益社団法人埼玉県獣医師会の歩みが₄月₁

日から始まりました。会員の総意として先人か

ら引き継いで行ってきた我々の事業が、公益性

の高い事業として申請したことが県当局によっ

て認められたものです。公益事業の中核をなす

狂犬病予防事業は長年継続してきた先人の努力

の結晶です。改めて組織の歴史の重みと組織を

構成してきた会員諸先生の果たした功績に深甚

の感謝を捧げたいと思います。

　話は少し前のことになりますが、今年の支部

新年会における五十嵐名誉会長のあいさつに

『組織は人を育て、人は組織を作る』との一節

がありました。このことは五十嵐先生ご自身の

半生を振り返っての箴言として我々にお示しい

ただいたものです。五十嵐先生は90数年の人生

の殆どを、軍隊や獣医師会という組織に身を捧

げ、滅私奉公を旨に人格形成に励むとともに組

織の育成に尽力されました。その経験から、昨

今の若者の組織離れに苦言を示されました。組

織を構成する人々は、様々な個性と年齢層から

なり様々な角度から人格形成に役立つ教えをい

ただいたとのことでした。したがって、組織を

離れるということは、そのような機会を失い人

格形成を放棄するに等しいともおっしゃいまし

た。組織よりも『個』を重視しがちな昨今の風

潮にあって、人格を形成するのは様々な個性と

の調和と競合を基礎とした自己鍛錬とするなら

ば、組織に身を投ずることは最短の道といえる

かもしれません。

　時は春、桜花満開の今日この頃です。集合狂

犬病予防注射会場も例年ですと桜満開の公園な

どで行われますが、今年は葉桜の下での業務と

なりました。注射器を収める容器に、桜の花び

らが舞い落ち、知らぬ間に年を越して₃月の準

備の時に前年の桜と対面することもあります。

桜は国花の一つであり、日本人の精神風土を象

徴するように開花の時の美しさと、散るときの

はかなさや潔さが愛されてきました。

　眼を桜花の先にある天空に向けると、地球に

似た惑星が₃つもあるとのことです。アメリカ

航空宇宙局は₄月18日、探査機ケプラーによる

観測で、環境が地球に似ていて、生命が住むの

に適した太陽系外の惑星3個を発見したと発表

していました。地球からの距離は約1200～2700

光年ということだそうです。そんな遠くにある

地球の仲間である惑星を認識することにどれほ

どの意味があるのかとも考えますが、これも結

局他者を認識することにより、より深く自己認

識するということなのでしょう。地球誕生の解

明や地球の将来も、他の惑星との比較研究が欠

かせないことなのでしょう。病気を明らかにす

る研究分野における動物種間における比較研究

の方法と同等なのでしょう。宇宙空間も大きな

組織と考えれば、地球も決して孤児ではなく、

未知の惑星や恒星との関係のなかで存在し相互

に影響していることでしょう。科学技術の進歩

は、広大なスケールで自己と非自己を相互に認

識することが可能となり、その成果を自己の成

長に生かす道を開くことでしょう。

　埼玉県獣医師会員は、公益認定された狂犬病

予防事業に貢献できる喜びを持って、厳粛な気

持ちで事業に邁進し、会員相互の信頼と協力に

より720万県民の負託に応えられる様に精励し

ましょう。� （初雁）

編　集　後　記









わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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